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資料１ 用語集 

用語 意味 ページ 

ADL Activities of Daily Living の略。「日常生活動

作」のこと。食事・更衣・移動・排泄・整容・入

浴など生活を営む上で不可欠な基本的行動を指

す。 

基本構想 P2 

BMS Building Management System の略。設備の稼働

におけるエネルギー管理を監視制御するシステ

ム。 

基本計画 P30 

DB 方式 Design Build の略。設計の一部と工事を一体の

業務として発注する方式。 

基本計画 P31 

DWH システム Data Ware House（データウェアハウス）の略。

直訳すると「データの倉庫」を意味する。一般的

には「時系列に蓄積された大量の業務データの中

から、各項目間の関連性を分析するシステム」の

ことを意味する。医療分野では、「院内で発生す

る膨大な医療情報を蓄積し、その情報を診療や臨

床研究、経営などに活用するためのシステム」と

されている。 

基本計画 P23 

HACCP Hazard Analysis and Critical Control Point の

略。食品を製造する際に工程上の危害を起こす要

因（ハザード；Hazard）を分析し、それを最も効

率よく管理できる部分（CCP;必須管理点）を連続

的に管理して安全を確保する管理手法。 

基本計画 P17 

Is 値 Seismic Index of Structure の略。構造耐震指

標のことをいい、地震力に対する建物の強度、靱

性（じんせい：変形能力、粘り強さ）を考慮し、

建築物の階ごとに算出した値のこと。 

基本構想 P16 

SPD Supply Processing & Distribution の略。病院

内の物品物流を管理する部署、諸室を示す。 

基本計画 P20 

UPS 電源 災害等で電気の供給停止が発生した場合も、一定

時間、接続されている機器に対し、二次電池等で

電力を供給し続ける電源装置。 

基本計画 P29 

VE 提案 Value Engineering の略。機能とコストのバラン

スを考えた提案のことをいう。 

基本計画 P31 

X 線 TV Ｘ線で透視を行いながら、リアルタイムに体内の

動きをテレビで観察する装置。 

基本計画 P7 
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用語 意味 ページ 

医業収益 医業サービスの提供によって得た収益のこと。診

療に関わる収益、保健予防活動や医療相談による

収益など。 

基本計画 P37 

医業収支比率 医業収益÷医業費用×100 で表す。病院の本業で

ある医業活動による収益性を示す指標で、100％

以上あれば医業だけで利益が発生している。 

基本計画 P37 

一般病床 病気やケガなどで緊急入院するなど、病状が変化

する可能性の高い急性期の患者を対象とする病

床のこと。 

基本構想 P1 

基本計画 P1 

オーダリングシステ

ム 

検査・処方などにかかる情報伝達システム。具体

的には、医療現場の一部業務を電子化し、病院業

務の省力化と、サービス提供の短縮化を目指すシ

ステムのこと。 

基本計画 P23 

企業債 地方公共団体が地方公営企業の建設改良などに

要する資金にあてるために起す地方債のこと。 

基本計画 P34 

クックサーブ方式 従来から行われている調理法で、加熱等の調理

後、すぐに提供する調理法のこと。 

基本計画 P17 

経常収支比率 経常収益÷経常費用×100 で表す。病院が安定し

た経営を行うための財政基盤を確保するために

は、適正な負担区分を前提として、100％以上が

望ましい。 

基本計画 P37 

経常損失 病院の経営において経常損益の金額がマイナス

になっている状態のこと。 

基本構想 P14 

減価償却費 建物や機械設備など、長期間にわたって利用する

資産を購入した場合、その購入価格をいったん資

産として計上した後、当該金額を資産の耐用年数

にわたって規則的に費用として配分する金額の

こと。 

基本計画 P37 

建ぺい率 敷地面積に占める建物の建築面積の割合。 基本計画 P27 

施設基準 医療法で定める医療機関及び医師等の基準のほ

かに、健康保険法等の規定に基づき厚生労働大臣

が定めた保険診療の一部について、医療機関の機

能や設備、診療体制等の基準を定めることにより

安全面やサービス面等を評価したもの。 

基本構想 P12 
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用語 意味 ページ 

１０対１入院基本料 病棟ごとに入院患者 10 人に対して、常時看護職

員 1 人以上を配置していることで算定できる入

院料のこと。 

基本構想 P12 

職員給与費対医業収

益比率 

職員給与費÷医業収益×100 で表す。病院の職員

数等が適切か否かを判断する指標。職員給与費を

いかに適切なものとするかが病院経営の重要な

ポイントになる。 

基本計画 P37 

ターミナルケア 終末期の医療及び看護のこと。 基本計画 P15 

地域医療構想 平成 26 年 6 月に制定された「地域おける医療及

び介護の総合的な確保を推進するための関係法

律整備等に」より改正された医療法において、将

来の医療需要と必要病床数を示すとともに、目指

すべき医療提供体制を実現するための施策を内

容とする構想。都道府県単位で策定。 

基本構想 P1 

地域包括ケアシステ

ム 

団塊の世代がすべて75歳以上となる2025年をめ

どに、重度な要介護状態となっても住み慣れた地

域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続ける

ことができるよう、住まい・医療・介護・予防・

生活支援が一体的に提供されるシステム。 

基本構想 P2 

地域包括ケア病床 急性期治療を終了し、すぐに在宅や施設へ移行す

るには不安がある患者に対し、在宅復帰に向けて

医療管理、診療、看護、リハビリテーションを行

うことを目的とした病床。 

基本構想 P2 

基本計画 P1 

地方公営企業法全部

適用 

地方自治体が経営する病院や水道等の様々な企

業活動に適用される法律で、一部適用の場合は財

務のみが適用され首長が開設者として経営し、全

部適用の場合は企業を経営する管理者を設置す

ることができる。 

基本構想 P19 

中央配膳方式 厨房で調理・盛付けをし，病棟へ運ぶ方法。 基本計画 P17 

中央ホール型 患者・医療従事者・器材（清潔・非清潔）の動線

が中央ホールを共有すること。各手術室が中央ホ

ールに接している。 

基本計画 P9 

デジタルサイネージ ディスプレイなどの電子的な表示機器を使って

情報を発信するシステムの総称。 

基本計画 P23 
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用語 意味 ページ 

電子カルテシステム 病院で医師等の医療スタッフが記録する診療録

（カルテ）を、コンピュータを用いて電子的に記

録・保存するシステム。 

基本計画 P23 

道路斜線 敷地が接している前面道路の反対側の境界線か

ら一定の勾配で示された斜線の内側が、建築物を

建てられる高さの上限となる。 

基本計画 P26 

ドライシステム 給食施設などの調理場の床を乾燥した状態で使

うように設計した施設の運営システム。 

基本計画 P17 

トリアージ 災害時などに多数の傷病者を同時に扱う際に、容

態や緊急度、救命の可能性に 応じて治療の優先

順位をつけること。 

基本構想 P18 

基本計画 P3 

バイオクリーン手術

室 

室内に送る空気を高性能のフィルタを通して清

浄化し、無菌的、無塵的環境をつくり、空気中の

生物及び非生物粒子を除くとともに、室内の温

度、湿度、圧力なども制御した手術室のこと。 

基本計画 P10 

病床機能報告制度 平成 26 年 6 月に成立した「医療介護総合確保推

進法」による医療法の改正に基づき、同年 10 月

1 日から施行された制度で、一般病床・療養病床

を有する病院又は診療所は、担っている医療機能

について病棟単位を基本として、「高度急性期」

「急性期」「回復期」「慢性期」の 4 つの機能から

一つを自主的に選択して都道府県に報告し、都道

府県が公表する制度。 

基本構想 P2 

フリーアクセスフロ

ア 

床下に電力・通信用配線及び空気調和設備等の機

器を収納する床で、床下への配線作業が容易にで

きるフロア。 

基本計画 P12 

ブロック受付 外来診療部門において、複数の診療科を一つのブ

ロックとしてグループ化することで、 受付事務

窓口の一本化、スペースや部屋の共有化を促進す

る。 

基本計画 P2 

容積率 建築物の各階の床面積の合計（延べ床面積）の敷

地面積に対する割合。 

基本計画 P27 

隣地斜線 隣地境界線上から一定の高さを基準とし、そこか

ら一定の勾配で示された斜線の内側が、建築物を

建てられる高さの上限となる。 

基本計画 P26 
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資料２ 委員会規則及び委員名簿 

 

１）委員会規則 

匝瑳市規則第６２号 

 

国保匝瑳市民病院新改革プラン及び建替整備検討委員会規則 

 

（設置） 

第１条 市は、国保匝瑳市民病院新改革プラン並びに国保匝瑳市民病院建替整備に関する基

本構想及び基本計画（以下「新改革プラン及び基本構想等」という。）の案を策定するた

め、国保匝瑳市民病院新改革プラン及び建替整備検討委員会（以下「検討委員会」という。）

を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 検討委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

（１） 新改革プラン及び基本構想等の案の策定に関すること。 

（２） 前号に掲げるもののほか、新改革プラン及び基本構想等の案の策定に関し必要な

事項に関すること。 

（組織） 

第３条 検討委員会は、委員１４人以内をもって組織する。 

 （委員） 

第４条 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱し、又は任命する。 

（１） 医療に関する学識経験者 

（２） 医療機関又は医療関係機関の代表者 

（３） 匝瑳市の区域内に住所を有する者 

（４） 行政機関の職員 

（５） 匝瑳市病院事業の管理者（以下「管理者」という。）及び職員 

（６） 副市長及び市長事務部局の職員 

（７） 前各号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者 

２ 前項第５号の委員は、市長が管理者と協議して任命するものとする。 

 （任期） 

第５条 委員の任期は、委員に委嘱され、又は任命された日から平成２９年１１月３０日ま

でとする。ただし、委員に欠員が生じた場合の補充された委員の任期は、前任者の残任期

間とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、特定の地位又は職により市長が委嘱し、又は任命した委員で

平成２９年１１月３０日までに当該特定の地位又は職にある期間が終了するものの任期

は、当該特定の地位又は職にある期間とする。 
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（委員長等) 

第６条 検討委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選により定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、検討委員会を代表する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、そ

の職務を代理する。 

（会議） 

第７条 検討委員会の会議（以下「会議」という。）は、必要に応じて委員長が招集し、委

員長が議長となる。 

２ 会議は、委員の過半数の出席がなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数により決し、可否同数のときは、議長の決するところ

による。 

４ 委員長は、必要があると認めるときは、関係者の出席を求めてその意見若しくは説明を

聞き、又は関係者から必要な資料の提出を求めることができる。 

（報告） 

第８条 委員長は、会議で決定した事項を文書で市長に報告しなければならない。 

（委員等の責務） 

第９条 委員は、自己の利益のため、直接であると間接であるとを問わず、委員の地位を利

用し、若しくはその利用を提供し、又はこれらの行為に関与してはならない。 

（庶務） 

第１０条 検討委員会の庶務は、国保匝瑳市民病院事務局において処理する。 

（その他） 

第１１条 この規則の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

 （失効） 

２ この規則は、平成２９年１１月３０日限り、失効する。 

 （最初の会議の招集者） 

３ 最初に開かれる会議は、第７条第１項の規定にかかわらず、市長が招集する。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この規則の施行の際現に、第４条第１項の規定により委員に委嘱され、又は任命されて

いる委員の任期は、平成２９年１１月３０日までとする。 

  



7 

 

２）国保匝瑳市民病院新改革プラン及び建替整備検討委員会委員名簿 

 

№ 委員区分 所属・職名 氏 名 備 考 

1 
医療に関する学識経験

者 

千葉大学医学部附属病院

副病院長 
小林 欣夫 副委員長 

2 医療機関の代表者 
総合病院国保旭中央病院

病院長 
田中 信孝  

3 医療関係機関の代表者 旭匝瑳医師会会長 江波戸 久元 委員長 

4 
匝瑳市の区域内に住所

を有する者 
匝瑳市区長会会長 木内 成幸 役職は就任当時 

5 
匝瑳市の区域内に住所

を有する者 

市民病院サポーター会 

会長 
勝又 康之 (29.10.26 まで) 

6 
匝瑳市の区域内に住所

を有する者 
一般公募 梅原 佐一  

7 
匝瑳市の区域内に住所

を有する者 
一般公募 山﨑 良夫  

8 
匝瑳市病院事業の管理

者 

匝瑳市病院事業管理者 

国保匝瑳市民病院病院長 
菊地 紀夫  

9 匝瑳市病院事業の職員 
国保匝瑳市民病院 

副病院長 

宇田 毅彦 

大嶋 博一 

(29.3.31 まで) 

(29.4.1 から) 

10 匝瑳市病院事業の職員 
国保匝瑳市民病院 

看護部長 

大木 信子 

鈴木 康子 

(29.3.31 まで) 

(29.4.1 から) 

11 副市長 匝瑳市副市長 角田 道治  

12 市長事務部局の職員 匝瑳市企画課長 
太田 和利 

大木 寛幸 

(29.3.31 まで) 

(29.4.1 から) 

13 市長事務部局の職員 匝瑳市総務課長 宇井 和夫  

14 市長事務部局の職員 匝瑳市財政課長 
市原  繁 

布施 昌英 

(29.3.31 まで) 

(29.4.1 から) 
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資料３ 国保匝瑳市民病院新改革プラン及び建替整備検討委員会の協議経過 

 

■協議経過 

○第１回委員会 

 開催日時 平成２８年６月９日（木）１４時００分～１５時３０分 

 開催場所 匝瑳市民病院２階 第１講義室 

 議  題 （１）委員長及び副委員長の選出について 

            （２）委員会の役割及び今後の進め方について 

            （３）新改革プラン構成案について 

 

○第２回委員会 

 開催日時 平成２８年８月１８日（木）１４時００分～１６時１５分 

 開催場所 匝瑳市民病院２階 第１講義室 

 報告事項  （１）市民、医療機関アンケート結果報告 

 議  題 （１）将来の病院基本機能の検討 

            （２）将来の病院病床機能・病床数の検討 

            （３）経営ビジョン・基本戦略及び個別活動計画の検討 

（４）建設候補地の比較選定基準の検討 

 

○第３回委員会 

 開催日時 平成２８年９月２９日（木）１４時００分～１６時１３分 

 開催場所 匝瑳市民病院２階 第１講義室 

 議  題 （１）病院の診療機能の検討 

            （２）将来の病床数の検討 

             

○第４回委員会 

 開催日時 平成２８年１０月２７日（木）１４時００分～１５時４６分 

 開催場所 匝瑳市民病院２階 第１講義室 

 議  題 （１）経営形態の検討について 

            （２）整備手法について 

            （３）新改革プランについて 

（４）新病院基本構想について 

 

○第５回委員会 

 開催日時 平成２８年１２月２２日（木）１４時００分～１６時１６分 

 開催場所 匝瑳市民病院２階 第１講義室 

 議  題 （１）今後のスケジュールについて 

            （２）新改革プランについて 
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○第６回委員会 

 開催日時 平成２９年２月２３日（木）１３時５６分～１６時１０分 

 開催場所 匝瑳市民病院２階 第１講義室 

 議  題 （１）パブリックコメントの実施結果及び新改革プランについて 

            （２）新病院概算事業費について 

            （３）新病院収支計画について 

（４）事業スケジュールについて 

（５）基本構想における再協議事項について 

  ①新病院病床数 

  ②経営形態 

 

○第７回委員会 

 開催日時 平成２９年６月１日（木）１３時５５分～１５時５０分 

 開催場所 匝瑳市民病院２階 第１講義室 

 議  題 （１）国保匝瑳市民病院建替整備基本計画について 

            （２）建設候補地について 

             

○第８回委員会 

 開催日時 平成２９年７月６日（木）１４時００分～１５時５５分 

 開催場所 匝瑳市民病院２階 第１講義室 

 議  題 （１）建設候補地について 

            （２）その他 

 

○第９回委員会 

 開催日時 平成２９年８月１０日（木）１３時５５分～１６時２５分 

 開催場所 匝瑳市民病院２階 第１講義室 

 議  題 （１）匝瑳市議会議員からの意見について 

            （２）建替整備基本構想・基本計画（案）について 

             

○第１０回委員会 

 開催日時 平成２９年１０月２６日（木）１４時００分～１５時５０分 

 開催場所 匝瑳市民病院２階 第１講義室 

 議  題 （１）パブリックコメントの実施結果について 

            （２）建替整備基本構想・基本計画（案）について 

            （３）答申内容について 

 


